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リポジトリとは？

容器、貯蔵庫、倉庫、集積所、資源のありか
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コミュニティ＆コレクション
以下はコミュニティ、サブ・コミュニティとコレクションの一覧です。名前をクリック
すると各コミュニティ、コレクションのホームページを見ることができます。

01 学術雑誌論文
011 医学科
012 看護学科
02 紀要
021 Journal of Nara Medical Association 
022 奈良県立医科大学医学部看護学科紀要
023 奈良県立医科大学一般教育紀要 : HUMANITAS 
03 実習報告

031 卒業記念症例報告集
2005年度
2006年度
2007年度

04 附属図書館
041 雑誌論文
042 研究会・大会資料
043 広報資料
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機関リポジトリ
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
機関リポジトリ（きかんリポジトリ）とは、研究機関がその知的生産物を電子的形態で集積し保存・公開
するために設置する電子アーカイブシステムである。

概説 [編集]
ここでいう知的生産物としては、大学にあっては、学術雑誌掲載論文（査読を経ていない状態の版（プレ
プリント）や査読を経た状態の版（ポストプリント）のいずれをも含む）や電子化された学位論文、紀要な
どを指すほか、日常的な教育・研究活動の中で生み出される文書、講義ノート、教材等も含まれる。

研究機関が機関リポジトリを設置する主要な目的としては次の二つが挙げられる。
1.機関の研究成果を自主的に保存・公開することにより、オープンアクセス化に寄与すること。
2.出版されないものや失われやすいもの（灰色文献。例えば学位論文や研究報告書類）を確保し保存
していくこと。

機関リポジトリのアイディアは次の二つの源流を持つ。
1.電子アーカイブシステムの相互運用の議論に基づくものであり、これはオープン・アーカイブス・イニ
シアチブ（OAI）とその「メタデータ収集のためのOAIプロトコル」の活動、さらには、世界規模の分野特
化型プレプリント・サーバの出現からオープン・アクセス思潮へと至る流れが背景となっている。
2.コレクション構築、分類整理、供用、長期保存といった図書館の伝統的機能を電子的に引き継ぐ電子
図書館システムにおけるコレクション構築、分類整理、供用、電子保存の取り組みである。
現在、日本では各大学などの学会誌を横断したリポジトリ化が目指されている。



リポジトリとは？
研究者が作成した論文や学会発表資料などの学術
研究成果物を、所属する機関のサーバーに組織的
に収集・保存し、ネット上に広く公開するシステム
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投稿するもの
雑誌掲載論文、プレプリント、科研費報告書、学会発表資料、紀要掲載論文、博士論文、学生向け電子教材な
どを収集の対象とします。画像や動画なども登録可能です。

投稿する際の注意点
雑誌掲載論文の場合は、抜刷や電子ジャーナルからダウンロードした出版社版ではなく、研究者自身が作成し
た査読後の著者最終稿（下図参照）を投稿してください。Elsevier、Springer、Natureなど海外出版社の約９０％
が、著者最終稿のリポジトリを認めています。（日本の出版社及び学会の許可については、現在調査中です。

著作権について
投稿の際に、コンテンツのサーバーへの蓄積と保存用の複製の作成、および公衆送信（インターネット上に公開
すること）への許諾をしていただきます。また、共著者がいる場合は、共著者の許諾を得てから投稿してください。

原稿形式（テキスト＋図表） 雑誌掲載レイアウト

論文を作成した際にはリポジトリシステムへの登録用に著者最終稿を残す。



奈良県立医科大学機関リポジトリの内容は？
学内業績の公表
学術関連
学位関連（電子化された学位論文、審査概要）
学術雑誌掲載論文（プレプリント）
紀要
各研究室単位での業績集（教室便り）
科研等成果報告書
研究成果（出版されないもの）
学術資料（失われやすいもの）

教育関連
シラバス
教材（講義ノート、講義スライドなど）
卒業研究論文 （医学科・看護学科）

附属病院
病院業績
臨床研究の概要・成果

学内情報の共有化



奈良県立医科大学機関リポジトリを充実させるには？

広報活動
メリット・デメリット
投稿手順・規定の明確化
より簡便なアクセスの整備

投稿の推進
省力・省資源
紙試料の削減
重複する入力作業

リポジトリ整備のマンパワー

専任職員


